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結果 | 論文審査の結果の要旨
1)ヒト胃癌25例，大腸癌30例につき， PCR法とdot 長田康彦は昭和60年3月長崎大学医学部を卒業，昭
blot hybridization法により， c-N， K， H-ras遺伝 | 和60年5月医師国家試験に合格，同年6月長崎大学医
子のコドン12番， 13番， 61番の点突然変異を検索 | 学部附属病院外科学第2教室に入局。 2年間の研修後，
した。 I昭和62年4月長崎大学大学院医学研究科に入学。大学
2 )点突然変異は，胃癌では， c-K-rasコドン13番に 2 I 院では病理系を修め，腫療生物学を主科目，細胞遺伝
例認められ，大腸癌では， c-K-rasコドン12番に 4 学，集団遺伝学を副科目，消化器外科学を選択科目と
例，コドン13番に 1例， c-N-rasコドン13番に 1例， I し，平成 3年3月までに所定の単位を修得した。この
コドン61番に 2例認められた。 I 間長崎大学医学部腫蕩医学教室珠玖洋教授のもと，学
3 )胃・大腸癌の組織型と， c-ras遺伝子の点突然変異 | 位論文 rGlycine to Aspartic Acid Mutations at 
との聞には特に有意な関係は認められなかった。 Codon13 of the c-Ki-ras Gene in Human Gastro-
4) 胃・犬腸癌では，c-K-rasコドン12番と同様にc-:K intestinal CancersJを完成， CANCER RESEARCH 
-rasコドン13番の点突然変異が多く認められ， c に投稿し，これを主論文とし，その他参考論文4偏を
-K-rasコドン13番の点突然変異はすべてグリシ | 附して，長崎大学院医科研究科委員に学位申請した。
ンからアスパラギン酸への変異であった。この変 | 平成 3年2月20日，同委員会は上記文内容の要旨を検
異はサンガー法による塩基配列決定においても確 | 討し，研究経歴などを審査し，受理を決定後，上記3
認された。 I 名の審査委員を選定。同委員らは主査を中心として慎
考案及び結語 | 重に審査し，平成 3年 3月20日の大学院研究発表会に
c-ras遺伝子の点突然変異率は胃癌において 8%と | て向上学位論文発表，質疑に応答した。同日の定例大
低く，ras遺伝子の活性化による癌化症例は限られてい | 学院医学研究科委員会でその結果も併せて報告した。
た。大腸癌ではc-ras遺伝子の点突然変異は30%と比較 | 主論文は，胃癌25例，大腸癌30例を対象とし， N-ras， 
的高い値を示し，これは欧米における検討結果とほぼ K -ras， H -ras遺伝子の活'性化(コドン12番， 13番， 61 




日本人の醇癌においても，欧米とは異なりc-K-rasコ | 癌では 8%と低く， K-rasコドン13番に 2例認めたの
ドン12番のグリシンからアスパラギン酸への変異がほ | みであり， ras 遺伝子の活性化による癌化症例は限られ
とんどを占めていたことも考え合わせると，遺伝的因 | ていた。大腸癌ではrasの点突然変異は30%と比較的高
子もしくは環境因子がc-ras遺伝子の点突然変異のス | く， K-rasコドン12番に 4例，コドン13番に 1例， N









考えあわせると， c-K-ras遺伝子コドン13番において | に影響を及ぽしている可能性が示唆された。また
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